
YOKOGAWAの生産体制は、グローバルに構築しています。サプライチェーンの混乱・部材不
足など、ものづくりを取り巻く環境は目まぐるしく変化していますが、メーカーとして、お客様
の要求を満たす高品質の製品を約束どおりに作って届けるために、グローバルの連携を強化し
ながら生産活動を継続し、品質第一主義に基づき高い品質を維持しています。また、逆風も好機
と捉え、部材選択や調達の最適化とリスク分散、その視点での製品開発と設計の見直し等に、グ
ローバルで一体となって取り組み、レジリエンスを高めています。さらに、将来の予期せぬ環境
変化にも迅速・柔軟に対応するために、デジタル技術を活用し、生産や物流の流れを可視化して
最適化する取り組みを進めています。

これらを実行する原動力は、私たちのコアコンピタンスである現場力、つまり、受注生産を軸
にものづくりで培ったノウハウ・スキルと高い生産技術力、それらを継続的に進化させることが
できる仕組みです。YOKOGAWAの生産方式NYPS(New YOKOGAWA Production System）をグ
ローバル標準として、経営と現場が一体となって議論を重ね、改善し続ける「プロセス重視の組
織風土」から生まれるものです。体系的な人財育成活動もそれを支えています。

また、一例ですが、YOKOGAWAが提案するソリューションや製品を実際に現場に実装し、日々
の改善を実証的に示すことで、工場を訪れるお客様の課題解決を支援し、好評をいただいてい
ます。このように、無形の財産である現場力と、アセットとしての自社工場の価値を組み合わせ
て、お客様への価値提供にも取り組んでいます。

グローバル生産体制でサプライチェーンリスクマネジメントを強化
DXによる生産や物流の最適化や、自社工場とコアコンピタンスを組み合わせた
価値提供に取り組む

4 経営資本

製造資本

COVID-19の影響によるサプライチェーンの混乱、世界規模での部材不足により、YOKOGAWAにおいても生産調整を余儀なく
されてきました。YOKOGAWAグループは社会インフラに不可欠なソリューションを提供しており、お客様に安定供給を継続す
るためにさらなる変化への対応が求められています。そのためにはサプライチェーンマネジメント（以下SCM）強化、特に調達か
ら物流までを含めた全体の管理強化が不可欠です。生産はSCMの中心に位置しており、ものづくりを通じて培ってきた現場力を
サプライチェーンの上流、下流と連携することで全体強化を推進し、YOKOGAWAの全体最適エンジンの役割を担っています。現
在は主に下記の取り組みを通じて、安定した供給体制の再構築を進めています。

部品・部材の性質に応じて、特定地域に依存しないマルチプルソーシングのほか、戦略的な備蓄、現地化、内製化などの体制を構
築し、レジリエンスを高めています。

　3年間累計で700億円とします。既存リスク総量、自己資本増減想定および資本性成長投資（戦略投資） 実行に伴うリスク量の増
加想定を織り込んだ上で、最適資本構成を維持します。

　中長期的な企業価値向上の最大化に向けた投資に優先的に配していくものの、一定の財務基盤の確保を前提に、積極的な配当
による株主還元の向上を図ります。配当性向による期間利益の一定比率を還元する考え方に加え、株主資本配当率を踏まえた安
定的な配当の維持の考え方を維持します。なお、配当性向の水準は30%以上としていますが、前述の考え方を踏まえた上で、資本
市場において長期的視点で我々にご期待を持っていただける水準となるように設定しています。
　また、自己株式の取得による追加的な株主還元については、成長投資への優先的な配分と一定の財務基盤の確保を前提とした
上で、創出キャッシュ・フローの状況などを踏まえて、柔軟に検討します。

DXによるトラッキングデータから、入出庫情報を統合・一元管理することで、グローバル在庫管理を実現しています。また、AI
活用による需要予測データから、必要となる部品を算出し、サプライヤーと事前に共有することで、お客様の需要に合わせた供給
を可能にする取り組みを行っています。

YOKOGAWAの製品は、高い信頼性のもと、長期にわたり供給することをお客様から求められています。そのため、製品に比べて
短期で切り替わる部品に合わせて、一定周期で製品の設計を更新する必要があります。戦略的な設計変更により、部品の入手性を
確保しつつ、製品の供給性を維持していきます。

地政学リスクを考慮したサプライチェーンの再構築

資本性成長投資（戦略投資）

株主還元方針(利益処分に関する基本方針)

AIを含むDXによる次世代SCM

長い製品ライフサイクルを実現する設計の更新

（2023年7月1日 現在）

中国（蘇州）
フィールド機器、
記録計、分析計
中国（重慶）
フィールド機器

韓国
小規模計装機器

ドイツ
フィールド機器

オランダ
分析計

サウジアラビア
フィールド機器

バーレーン
フィールド機器

インド
フィールド機器 シンガポール/インドネシア

生産制御システム、分析計、電子測定器、
通信測定器、フィールド機器

甲府
フィールド機器、
電子測定器、
通信測定器、分析計
小峰
分析計
駒ヶ根
半導体センサ
金沢
ライフサイエンス
関連機器

ブラジル
フィールド機器

アメリカ
フィールド機器、分析計

グローバルに展開する生産活動

　株主資本コストを上回るTSR（株主総利回り）を実現し、中長期視点での株主価値の最大化を図っていきます。成長投資により、
「成長性」「収益性」を高め、さらにキャッシュ・フローを増大し、持続的な成長と中長期的な企業価値向上を目指す中で、一定の財

務基盤の確保を前提に積極的に配当還元
の向上も図ります。
　さらに、IR活動を通じて資本市場をはじ
めとするステークホルダーの皆様との対
話を積極的に行う中で、共通理解を深める
とともに、信頼の醸成に努めます。
　なお、2022年度のTSRは株主資本コスト

（WACC）を下回りました。AG2023の基本
戦略のもと、ROICひいてはROEの向上に向
けてビジネス成長を加速させていきます。

財務資本

中期経営計画「Accelerate Growth 2023」では、持続的な企業価値およびTotal 
Shareholders Return（TSR：株主総利回り）の向上を実現するために、創出したキ
ャッシュ・フローを成長投資に優先的に配分していきます。また、一定の財務基盤
の確保を前提に、積極的に株主還元の向上を図ります。

成長投資および積極的な株主還元を実現するためには、それを支える財務基
盤の維持も重要です。外部経営環境の急激な変化も含め、過去からの不連続なリ
スクを想定し、リスクが顕在化した場合においても、格付けA格を維持可能な株
主資本水準を維持していきます。

主な実績
●  革新的なバイオプロセス向けデジタルツイン技術をもつInsilico Biotechnology社を買収
●  電力系統・再生可能エネルギー電源向け高速制御ソフトウエア開発の米国PXiSE社を買収
●  廃棄物・バイオマス発電所向け効率改善技術をもつデンマークのDublix社を買収
●  重合反応※※プロセス測定のデジタル化におけるパイオニアFluence Analytics社を買収
●  合弁会社「シンクレスト」を設立し、 中分子医薬品向け受託研究開発製造事業に参入（出資比率：大塚化学51%、横河電機49%）

配当：98ページ財務ハイライトをご参照ください。
自己株式の取得：200億円を上限に市場買付により当社普通株式を取得（取得期間　2023年5月22日～2023年12月29日）

成長性株価増減率
収益性

配当

成長投資

自社株取得

将来期待
IR=投資家対話
�成長戦略　 �事業構造改革
�ガバナンス

�利益処分方針（配当政策）

�成長戦略

投資家
期待

投資家期待

実績

TSR フリー・キャッシュ・
フロー分配率

営業キャッシュ・フロー配分

実行

信  頼 性

狭義のTSR

広義のTSR

成長投資枠

M&A・アライアンス：700億円
��新事業・新分野（ライフ、再生可能エネルギーなど）への進出のために重点的
に投資を実行 
��主目的は技術、販路、製品・サービス、お客様、人財・ノウハウの入手
AG2023累計実績：243億円

株主還元

安定的・継続的な増配
��配当性向：30%以上の確保に努める 
��一時的要因での業績悪化時も株主資本配当率を考慮し安定的な配当を維持
2022年度実績：23.3%（91億円）

営業キャッシュ・フロー
1,400億円以上

（3年累計） 

手元資金

（定常的な） 設備投資

経理財務本部長

中嶋　倫子

グループ全体のサプライチェーンリスクマネジメント

株主価値の考え方

資本政策・財務戦略

横河マニュファクチャリング株式会社
社長

永井　博

※重合反応：モノマーやポリマーを反応させつなぎ合わせることで目的のポリマーを合成する化学反応※重合反応：モノマーやポリマーを反応させつなぎ合わせることで目的のポリマーを合成する化学反応
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